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6月 5日(          )
2023年

6月 5日(          ) 「なちゅら」「なちゅら」
◆昼の部・開演 14:00  ◆夜の部・開演 18:30   ( 開場各 30分前 )◆昼の部・開演 14:00  ◆夜の部・開演 18:30   ( 開場各 30分前 )

■入場料一般 / 3,000円      ■高校生以下・障がい者手帳をお持ちの方 / 1,500円 （全席自由）
常盤井 智行　0269-62-0270
飯水教育会館内　県教組
下水内支部　  0269-62-2531

常盤井 智行　0269-62-0270
飯水教育会館内　県教組
下水内支部　  0269-62-2531

主催  「釈迦内柩唄」を観る会
後援  飯山市 飯山市教育委員会　木島平村　野沢温泉村　栄村
　　  長野県「同宗連」    テレビ飯山　北信濃新聞社

主催  「釈迦内柩唄」を観る会
後援  飯山市 飯山市教育委員会　木島平村　野沢温泉村　栄村
　　  長野県「同宗連」    テレビ飯山　北信濃新聞社

月月

お問合せお問合せ

飯山市
文化交流館

大ホール
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荻原  ゆかり
（薮内たね子）
荻原  ゆかり
（薮内たね子）

伊藤 嘉朗
（崔東伯）
伊藤 嘉朗
（崔東伯）

中嶋 みくり
（薮内梅子）
中嶋 みくり
（薮内梅子）

神 道明
（憲兵）
神 道明
（憲兵）

堀越 桃子
（薮内さくら）
堀越 桃子
（薮内さくら）

町田 政則
（薮内弥太郎）
町田 政則
（薮内弥太郎）

チェリスト
高橋  義人
チェリスト
高橋  義人

小泉 真穂
（薮内ふじ子）
小泉 真穂
（薮内ふじ子）
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「日本人がしなければならな
い仕事」と言葉を確かめるよう
に語られ、「全国千回公演を目
指して下さい」と励ましを頂き
ました。

「日本人がしなければならな
い仕事」と言葉を確かめるよう
に語られ、「全国千回公演を目
指して下さい」と励ましを頂き
ました。

旅公演を観劇してくださった水上さん。旅公演を観劇してくださった水上さん。
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ん
だ
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の
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ー
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